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新
年
を
新
し
い
若
狭
塗
箸
で
迎
え
よ
う

新
年
！
若
狭
塗
箸
お
取
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
事
業

７
２
７
万
８
０
０
０
円

説
明　
若
狭
塗
箸
産
業
を
支
援
す
る
た

め
、市
が
若
狭
塗
箸
１
万
５
０
０
０
膳
を

買
い
上
げ
、古
い
箸
と
取
り
替
え
る
キ
ャ

ンペー
ン
を
行
い
、新
年
に
箸
を
買
い
替
え

る
習
慣
を
浸
透
さ
せ
る
。（
な
く
な
り
次

第
終
了
）

　
　
若
狭
塗
箸
の
需
要
を
高
め
る
た

め
の
今
後
の
取
組
み
は
。

答　
令
和
３
年
度
以
降
も
若
狭
塗
箸

協
同
組
合
主
体
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
や
、
協
力
店
に
よ
り
新
年
を

迎
え
る
時
期
に
お
け
る
広
報
な
ど
の

取
組
み
を
行
う
予
定
。

飲
食
店
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で

お
う
ち
で
団
ら
ん
を

お
う
ち
で
団
ら
ん
応
援
事
業

２
４
８
０
万
円

説
明　
令
和
３
年
１
月
17
日
ま
で
の
期

間
に
、３
割
引
き
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
特
別

メ
ニュー
の
キ
ャン
ペ
ー
ン
を
行
う
も
の
。

　
　

各
飲
食
店
の
補
助
上
限
額

30
万
円
の
設
定
理
由
は
。

答　
よ
り
多
く
の
飲
食
店
に
支
援
を

広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
飲
食
店
の
魅
力

に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
の
創
出

を
意
図
し
て
い
る
。

市
外
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
増
や
し
経
済
効
果
を

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
お
ば
ま
バ
ス
ツ
ア
ー
誘
客
促
進
事
業

４
２
０
万
円

　
　
当
事
業
の
目
的
と
ニ
ー
ズ
お
よ

び
補
助
額
の
算
定
根
拠
は
。

答　
市
内
に
立
ち
寄
る
バ
ス
ツ
ア
ー

の
旅
行
会
社
に
対
し
バ
ス
代
金
の
一

部
を
補
助
し
、
観
光
業
の
活
性
化
と
市

内
経
済
へ
の
波
及
を
目
的
と
し
て
い

る
。
補
助
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
中

型
バ
ス
に
よ
る
14
名
の
団
体
旅
行
に
要

す
る
一
人
当
た
り
の
観
光
消
費
額
を
日

帰
り
は
約
１
７
０
０
円
、
宿
泊
は
約

７
０
０
０
円
と
し
て
、
そ
の
総
額
の
約

２
分
の
１
を
根
拠
と
し
た
。

11月臨時会のトピックス

【可決した令和２年度補正予算】
会計名 既決予算額 11 月補正額 合計（※）

一般会計 197億 8,341 万円 4,593 万円 198億 2,933 万円

特別会計 75億 8,795 万円 75億 8,795 万円

企業会計 34億 1,743 万円 34億 1,743 万円

合　計 307億 8,878 万円 4,593 万円 308億 3,471 万円
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

 

問

 

問

 

問

令和２年第５回臨時会採決結果
賛成全員で可決、同意した議案等

項目 件         名

報告 　議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

杉
本
　
和
範

東
野
　
浩
和

川
代
　
雅
和

坂
上
　
和
代

熊
谷
　
久
恵

竹
本
　
雅
之

牧
岡
　
輝
雄

藤
田
　
靖
人

佐
久
間
　
博

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

能
登
　
恵
子

下
中
　
雅
之

垣
本
　
正
直

藤
田
　
善
平

風
呂
　
繁
昭

富
永
　
芳
夫

池
尾
　
正
彦

賛 

成
反 

対

予算 令和２年度小浜市一般会計補正予算（第 10 号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 16 0

※�今井伸治議員は議長のため採決には加わっておりません

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
棄＝棄権（採決時に退席）



情
報
通
信
格
差
を
解
消
へ

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

11
億
６
２
９
９
万
５
０
０
０
円

説
明　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
社
会
情
勢
が
変
化
し
、

情
報
通
信
基
盤
整
備
の
早
期
の

対
応
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、株
式

会
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小

浜（
チ
ャ
ン
ネ
ル
O
）の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
現
在
の
２
０
０

Ｍ
bps（
※
）か
ら
１
Ｇ
bps
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
整
備
す
る
も
の
。

　
　
年
度
当
初
、同
社
の
事
業

計
画
に
こ
の
整
備
計
画
が
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、今

回
、予
算
が
計
上
さ
れ
た
経
緯

は
。答　

令
和
2
年
６
月
に
可
決
さ

れ
た
国
の
第
二
次
補
正
予
算
に

よ
り
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、整

備
に
か
か
る
支
援
は
今
回
限
り

で
終
了
す
る
こ
と
と
な
る
旨
の

通
知
が
あ
っ
た
た
め
。

　
　
幹
線
工
事
な
ど
完
了
後
の

供
用
開
始
時
期
は
。

答　
幹
線
工
事
の
工
期
は
令
和

３
年
度
末
ま
で
で
、民
間
事
業
者

に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
未
整
備

地
域
を
優
先
し
て
行
い
、完
了
し

た
地
域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始

す
る
予
定
。

　
　
引
き
込
み
の
工
事
費
に
つ

い
て
契
約
済
み
の
方
の
負
担
は

生
じ
る
の
か
。

答　
既
契
約
の
方
の
交
換
工
事

に
つ
い
て
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
が

行
い
、新
た
な
負
担
は
発
生
し
な

い
。

意
見　
工
期
が
遅
延
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。
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野
菜
工
場
の
新
設
を
支
援

小
浜
市
企
業
振
興
助
成
金

�

５
０
０
０
万
円

説
明　

株
式
会
社
悠ゆ
う
晴は

が
加

斗
地
区
の
工
場
で
、10
人
以
上

を
新
規
雇
用
す
る
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
操
業
し
た
た
め

助
成
す
る
も
の
。

　
　

新
規
雇
用
者
の
要
件
の

具
体
的
内
容
は
。

答　
市
民
に
限
定
す
る
と
企

業
が
必
要
な
雇
用
を
確
保
で
き

ず
操
業
が
困
難
と
な
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
数
の
み

を
要
件
と
し
て
い
る
。

　
　

助
成
後
の
支
援
体
制
は
。

答　
市
長
の
企
業
訪
問
で
状

況
を
把
握
し
相
談
を
受
け
て
支

援
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
企
業

に
対
し
て
市
民
を
優
先
し
て
の

雇
用
を
依
頼
し
て
い
く
。

高
水
温
被
害
の
マ
サ
バ
養
殖
へ
の
支
援

民
間
活
力
に
よ
る「
鯖
、復
活
」養
殖
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

２
５
３
万
８
０
０
０
円

説
明　
令
和
2
年
夏
に
海
水
温

の
上
昇
に
よ
っ
て
養
殖
マ
サ
バ

が
大
量
死
し
た
こ
と
に
対
し
、

事
業
者
の
種
苗
再
購
入
を
支
援

す
る
も
の
。

　
　
高
水
温
へ
の
対
策
は
。

答　
夏
場
の
生
産
を
一
時
停

止
し
出
荷
形
態
を
冷
凍
に
切
り

替
え
る
な
ど
、
高
水
温
を
意
識

し
た
年
間
計
画
に
よ
り
対
策
を

講
じ
る
。

　
　
陸
上
養
殖
へ
の
考
え
は
。

答　
陸
上
養
殖
は
多
大
な
投

資
コ
ス
ト
を
要
す
る
。
県
や
県

立
大
学
な
ど
と
と
も
に
生
け
簀

や
研
究
施
設
の
デ
ー
タ
等
を
活

用
し
て
、
海
面
養
殖
を
地
域
産

業
と
し
て
確
立
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
。

12月定例会のトピックス

【可決した令和２年度補正予算】
会計名 既決予算額 12 月補正額 合計（※）

一般会計 198億 2,933 万円 13億 4,686 万円 211億 7,619 万円

特別会計 75億 8,795 万円 36万円 75億 8,831 万円

企業会計 34億 1,743 万円 △ 28万円 34億 1,715 万円

合　計 308億 3,471 万円 13億 4,694 万円 321億 8,165 万円
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

（※）ｂｐｓ…bits per secondの略で、データ転送速度の単位。
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定
は
な
く
、
検
温
や
消
毒
等

の
一
般
的
な
対
策
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

リ
ス
ク
の
負
担
は
、
感
染
予

防
に
か
か
る
自
粛
等
の
要
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
自
粛
期

間
に
か
か
る
経
費
分
を
考
慮

し
納
付
金
額
の
協
議
を
行
う
。

 

そ
の
他

竜
前
企
業
団
地
の
分
譲
地

を
処
分

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

説
明　
市
が
７
０
０
０・０
１
㎡

の
土
地
を
８
８
９
０
万
円
の
価

格
で
売
り
払
う
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

�

閲
覧
し
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

　
１
３
４
６
万
２
０
０
０
円

説
明　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
な

ど
に
つ
い
て
市
公
式
Ｈ
Ｐ
を

閲
覧
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

急
速
に
増
え
て
い
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応
や
外
国

語
翻
訳
な
ど
の
機
能
が
不
足

し
て
い
る
ほ
か
、
編
集
シ
ス

テ
ム
が
古
く
、
レ
イ
ア
ウ
ト

デ
ザ
イ
ン
を
変
更
す
る
際
に

手
間
や
時
間
を
要
す
る
課
題

が
あ
る
た
め
。

　
　
維
持
管
理
経
費
を
勘
案

し
た
業
者
の
選
定
方
法
は
。

答　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
、
幅
広
く
全
国
か
ら
募

集
す
る
予
定
。
経
費
は
参
考

の
見
積
書
を
も
と
に
算
出
す

る
ほ
か
、
近
隣
自
治
体
を
参

考
に
、
初
期
費
用
や
年
間
の

維
持
管
理
経
費
も
可
能
な
限

り
抑
制
し
た
い
。

保
育
園
の
遊
具
修
繕
や

更
新

保
育
施
設
環
境
整
備
事
業

　
２
９
４
９
万
９
０
０
０
円

説
明　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
公
立

保
育
園
の
老
朽
化
し
た
遊
具

の
修
繕
、
更
新
や
園
庭
の
改

良
工
事
、
老
朽
化
し
た
空
調

機
器
の
更
新
な
ど
を
行
う
。

意
見　
私
立
保
育
園
に
お
い

て
も
、臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
保
育
環
境
整
備
が
で
き
る

よ
う
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

条
例
審
査（
主
な
も
の
）

小
浜
市
附
属
機
関
設
置
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

説
明　
要
綱
等
で
設
置
し
て

い
る
審
議
会
等
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
附
属

機
関
と
し
て
設
置
す
る
こ
と

を
定
め
る
条
例
。

　
　
条
例
で
定
め
な
い
審
議

会
等
の
扱
い
は
。

答　
附
属
機
関
に
該
当
し
な

い
分
類
の
懇
談
会
や
実
務
者

会
議
等
は
、
要
綱
等
で
設
置

を
規
定
す
る
。

 

指
定
管
理

小
浜
市
営
駐
車
場
お
よ
び

小
浜
市
自
転
車
駐
車
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

説
明　
株
式
会
社
オ
ー
イ
ン

グ
・
日
本
シ
ス
テ
ム
バ
ン
ク

株
式
会
社
共
同
事
業
体
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
。

　
　
新
た
な
指
定
管
理
者
と

な
る
事
業
者
が
提
案
す
る
事

業
計
画
の
特
徴
と
そ
の
経
営

状
況
は
。

答　
よ
り
快
適
な
駐
車
場
の

提
供
、
駐
車
場
を
活
用
し
た

市
街
地
の
活
性
化
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用
し
た
駐

車
場
の
空
き
情
報
の
提
供
な

ど
の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
自

己
資
本
比
率
は
適
正
で
あ
る
。

 

請
願
審
査

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
化
の
検
討
中
止
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

賛
成
意
見　
引
上
げ
に
伴
う

高
齢
者
の
受
診
控
え
を
防
ぐ

た
め
に
提
出
す
べ
き
。

反
対
意
見　
社
会
保
障
費
が

増
え
て
い
く
中
で
、現
役
世

代
に
今
以
上
の
負
担
は
求
め

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
12
月
補
正
）

ら
れ
ず
、高
齢
者
に
も
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
改

革
が
必
要
。

 

指
定
管
理

小
浜
市
町
並
み
と
食
の
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

説
明　

有
限
会
社
ホ
テ
ル

ア
ー
バ
ン
ポ
ー
ト
を
小
浜
市

町
並
み
と
食
の
館
の
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
も
の
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
当

団
体
の
意
気
込
み
や
市
の
支

援
、施
設
整
備
や
非
接
触
型

会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の
感

染
症
対
策
、指
定
管
理
者
と

の
リ
ス
ク
負
担
の
内
容
に
つ

い
て
。

答　
昨
年
度
末
か
ら
利
用

客
は
減
少
し
て
い
る
が
、
同

社
に
は
三
丁
町
エ
リ
ア
等
の

ハ
ー
ド
整
備
完
了
を
好
機
と

捉
え
、
地
道
な
情
報
発
信
や

企
画
に
磨
き
を
か
け
る
な
ど

引
き
続
き
エ
リ
ア
の
盛
り
上

げ
役
を
担
う
強
い
意
気
込
み

が
あ
り
、
市
と
し
て
も
情
報

発
信
等
側
面
で
の
支
援
を
行

う
。
感
染
症
対
策
は
、
施
設

整
備
や
シ
ス
テ
ム
導
入
の
予

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　
処
分
先
の
企
業
が
取
り

扱
う
材
料
等
の
安
全
性
と
周

辺
地
域
の
理
解
お
よ
び
処
分

価
格
の
単
価
が
公
表
し
て
い
る

分
譲
価
格
の
単
価
よ
り
も
低

価
格
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
妥

当
性
に
つ
い
て
。

答　
企
業
の
業
務
は
、
主
に

酸
素
を
詰
め
る
作
業
で
、
安

全
性
を
説
明
し
理
解
を
得
て

い
る
。
単
価
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
売
却
価
格
の
実
績
や

下
落
率
を
加
味
し
、
さ
ら
に

奥
行
価
格
補
正
な
ど
に
よ
り

不
整
形
地
補
正
率
を
算
出
し

適
正
価
格
を
決
定
し
た
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

 

問

 

問
 

問

 

問

 

問

委員会審査の主なもの

議会を傍聴しませんか？
ー 3 月定例会の予定ー

2月24日㈬　本会議・予算決算常任委員会
2月25日㈭　　　　　 〃
3月  1日㈪　総務民生常任委員会（分科会調査）
3月  2日㈫　　　　　 〃
3月  3日㈬　産業教育常任委員会（分科会調査）
3月  4日㈭　　　　　 〃
3月16日㈫　一般質問
3月17日㈬　　  〃
3月18日㈭　予算決算常任委員会
3月23日㈫　本会議

※�新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、
変更が生じる場合があります

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
化
の
検
討
中
止
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
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令和2年第6回定例会採決結果
賛成全員で可決、同意した議案等

項目 件         名 項目 件         名

予算

令和２年度小浜市一般会計補正予算（第 12 号）

条例

小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する条例の
一部改正について

令和２年度小浜市一般会計補正予算（第 13 号） 小浜市附属機関設置条例の制定について

令和２年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第 3 号） 小浜市国民健康保険税条例の一部改正について

令和２年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第 4 号）

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化
に関する法律に基づく市税条例の特例に関する条例の一部
改正について

令和２年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について

令和２年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
指定管理

小浜市営駐車場および小浜市自転車駐車場の指定管理者の
指定について

令和２年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 小浜市町並みと食の館の指定管理者の指定について

令和２年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 4 号） 意見書 防災・減災、国土強靱化対策と地方創生に向けた社会資本整
備の推進を求める意見書

令和２年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 2 号）

市会案

小浜市議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例
の一部改正について

令和２年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算
（第 2 号）

小浜市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定に
ついて

令和２年度小浜市水道事業会計補正予算（第 2 号） その他 財産の処分について

令和２年度小浜市下水道事業会計補正予算（第 2 号）

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

杉
本
　
和
範

東
野
　
浩
和

川
代
　
雅
和

坂
上
　
和
代

熊
谷
　
久
恵

竹
本
　
雅
之

牧
岡
　
輝
雄

藤
田
　
靖
人

佐
久
間
　
博

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

能
登
　
恵
子

下
中
　
雅
之

垣
本
　
正
直

藤
田
　
善
平

風
呂
　
繁
昭

富
永
　
芳
夫

池
尾
　
正
彦

賛 

成
反 

対

予算 令和２年度小浜市一般会計補正予算（第 11 号） 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 1

条例 小浜市一般職の職員の給与に関する条例等の一部
改正について 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 1

請願 75 歳以上の医療費窓口負担２割化の検討中止を求
める意見書を国に提出することを求める請願書 否 × × × ○ × × × × × × × × × × × × × 1 16

意見書 北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書 全 ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 0

※�今井伸治議員は議長のため採決には加わっておりません

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
棄＝棄権（採決時に退席）

一般質問ってどんなん？
　令和２年 12 月 14 日（月）の一般質問を傍聴に来られた方に傍聴しての感想をお聞きしました。

　初めての議会の傍聴だったので、非常に興味深く聞かせていただきました。
　議会事務局の方には丁寧に案内していただき、初めてでも安心して傍聴席に入ることができ
ました。議会の内容は一般質問だけあって多岐にわたっており、市政の大まかな現状を知るに
は良い機会だなという印象を受けました。 
　また、質問内容に関する資料もいただけるので、自分の興味関心を深めることができるのも
ありがたかったです。１つお願いするなら、答弁の中に出てくる数字や要点をモニターに映し
ていただけると、もっと聞きやすくなると思いました。
　皆さんもぜひ一度傍聴席に座り、その緊張感や雰囲気を肌で感じていただくといいと思います。

（20代男性　大学生）



可
決
し
た
意
見
書（
概
要
）
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北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業
を
求
め
る
意
見
書

　
北
陸
新
幹
線
は
、北
陸
圏
が
首
都
圏
や
関
西

圏
と
直
接
結
ば
れ
、流
動
人
口
、定
住
人
口
の

増
加
等
、地
域
活
性
化
に
繋
が
る
と
と
も
に
、

経
済
波
及
効
果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、沿
線
地

域
の
飛
躍
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
敦
賀・新
大
阪
間
に
つ
い
て
は
、２
０
１
９

年
５
月
に
概
略
の
駅
お
よ
び
ル
ー
ト
が
公
表

さ
れ
、現
在
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、福
井
県
嶺
南
地
域
は
も
と
よ
り
、関

西
地
域
に
お
い
て
も
早
期
全
線
開
業
に
向
け

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
政
府・与
党
に
お
い
て
は
、建
設
財
源
の
早

期
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
終
了
後
の
速
や
か
な
工
事
実
施
計
画
認

可
と
、工
事
期
間
の
最
大
限
の
短
縮
を
図
る
な

ど
、北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
を
１
日
も
早
く
実

現
す
る
よ
う
、次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

１�　
敦
賀・新
大
阪
間
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
沿
線
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、迅

速
か
つ
着
実
に
進
め
、２
０
２
２
年
度
末
ま

で
に
終
え
る
こ
と
。

１�　
敦
賀・新
大
阪
間
に
つ
い
て
、２
０
２
３

年
度
当
初
に
は
着
工
で
き
る
よ
う
早
期
に

財
源
を
確
保
し
、２
０
３
０
年
度
末
頃（
北

海
道
新
幹
線・札
幌
開
業
）ま
で
に
新
大
阪

ま
で
の
全
線
開
業
を
実
現
す
る
こ
と
。

１�　
金
沢・敦
賀
間
に
つ
い
て
、１
日
も
早
い

開
業
の
実
現
に
向
け
て
、工
期
短
縮
を
徹
底

す
る
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

１�　
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
は
優
等
列
車
が
走
っ
て
お

ら
ず
、新
幹
線
開
業
に
よ
り
旅
客
輸
送
量
が

著
し
く
低
下
す
る
路
線
で
な
い
た
め
、経
営

分
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
に
は
該
当
し
な

い
旨
、国
の
考
え
を
確
認
す
る
こ
と
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
と
地
方
創
生
に
向
け
た
社
会
資
本

整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　
近
年
、全
国
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発

す
る
中
、国
に
お
い
て「
防
災・減
災
、国
土
強

靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、集
中
的
に
国
土
強
靱
化
対
策
が
進

め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
状
に
お
い
て
、本
市
が
進
め
る
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

防
災・減
災
対
策
に
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
災
害

時
の
広
域
避
難
道
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た

す
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
早
期
全
線
４
車
線

化
な
ど
さ
ら
な
る
国
土
強
靭
化
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

　
ま
た
、今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
る
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

地
域
を
持
続
的
に
維
持・発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、地
方
創
生
を
力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、次
の
事
項
に
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１�　
国
土
強
靱
化
に
向
け
高
い
効
果
を
発
揮

し
て
い
る「
防
災・減
災
、国
土
強
靱
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、市
民
生
活
を
支
え
る
都
市
基
盤
施
設
の

強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、洪

水
に
よ
る
水
害
お
よ
び
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
防
止
に
向
け
た
治

水
対
策
の
強
化
や
平
時・災
害
時
に
お
け
る

安
定
的
な
人・物
の
流
れ
を
確
保
す
る
た
め

の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
等
の
高
速
道
路
の

全
線
４
車
線
化
等
に
も
対
象
事
業
を
拡
大

し
た
、新
た
な
５
か
年
の
計
画
を
策
定
し
、

必
要
な
予
算
を
安
定
的
に
別
枠
で
確
保
す

る
こ
と
。

２�　
急
速
に
老
朽
化
の
進
む
社
会
イ
ン
フ
ラ

に
対
し
、予
防
保
全
型
の
修
繕・更
新
が
求

め
ら
れ
る
中
、さ
ら
に
市
民
生
活
の
安
全・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、予
算
を
拡
充
し
必

要
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

３�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
低
迷
し
て
い
る
地
域
経
済
の
早
期
復
興

の
た
め
、景
気
の
下
支
え
や
雇
用
創
出
に
繋

が
る
公
共
事
業
を
含
め
た
経
済
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。そ
の
際
、災
害
に
強
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
基
盤
の
構
築
や
、分
散
型
の
国

土
利
用
や
物
流・観
光
等
の
経
済
活
動
復
興

に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

早
急
に
進
め
る
こ
と
。

今月の表紙
『市営公園』

　産業教育常任委員会では、「これからの市営公園のあり方について」
をテーマに所管事務調査を実施しています。
　調査内容は、少子高齢化等社会状況の変化を踏まえ、市民ニーズに
適合したこれからの市営公園にふさわしい利活用や管理のあり方を検
討するもので、令和２年１１月１６日から１８日にかけて、市内２７か所の
公園の現地調査を実施したほか、利用者等への聞き取り調査により現
状の課題を抽出し、それらを解決する政策の議論を進めています。（調
査終了後には、本会議にて調査結果を報告する予定です。）

※�

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係
行
政
庁

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
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議員が病気療養などで長期欠席した場合に議員報酬等を減額
する条例案を可決
　現在、市議会の会議等について、長期にわたって欠席することを余儀なくされた議員が、議員報酬
または期末手当を辞退、返還することは、公職選挙法に規定される寄附行為に該当するため禁止され
ています。
　このような現状の中、議会運営委員会にて、議員が長期欠席した場合などにおける議員報酬等の取
扱いについて、さまざまな観点から延べ 11 回にわたる協議・検討を行い、全議員による政策討論会も
経てまいりました。結果、12 月定例会において、市議会議員の果たすべき職責を踏まえ、長期にわたっ
て会議等に欠席した場合などにおける議員報酬等の減額・一時差止処分を規定した「小浜市議会議員
の議員報酬等の特例に関する条例」が議員提案され、全会一致で可決されました。

　条例の主な内容は以下のとおり

療養等正当な理由により長期欠席した場合
〇議員報酬

長期欠席の日数が	  90 日を超え 180 日以下の期間	   25％を減額
	 〃	 180 日を超え 270 日以下の期間	   50％を減額
	 〃	 270 日を超え 365 日以下の期間	   75％を減額
	 〃	 365 日を超える期間	 100％を減額

〇期末手当
基準日の前６か月の期間における長期欠席日数（90 日を超えるもの）の割合に応じて減額

※�公務上の災害、女性議員の出産、感染症の患者または無症状病原体保有者であることにより会議等
を欠席する場合は、長期欠席の日数に含まれません。

刑事事件の被疑者または被告人として法律上の身体を拘束する処分を受けた場合
〇議員報酬
　身体を拘束する処分を受けた期間の議員報酬を一時差止
〇期末手当
　基準日の６か月前の期間中に身体を拘束する処分を受けている場合、期末手当を一時差止

※�一時差し止めた議員報酬および期末手当は、その後、刑事事件について無罪が確定した場合等は差
止処分を取り消します。なお、有罪が確定した場合は支給されません。

議会改革の取組み

寄
附
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、議
員
は
選
挙
区
内
の

人
や
団
体
に
対
し
て
の
寄
附
行
為
や
金
品
の

授
受
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○�

町
内
会
・
自
治
会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
催

し
物
へ
の
差
し
入
れ

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○�

地
域
の
行
事
や
運
動
会
へ
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

○�

落
成
式
や
開
店
祝
い
の
花
輪
、葬
式
の
花

輪
、供
花

○�

本
人
以
外
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結

婚
祝
い
や
葬
式
の
香
典

○�

出
産
、入
学
、卒
業
、就
職
等
の
祝
い
金
や

祝
い
物

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○�

年
賀
状
、暑
中
見
舞
い
等
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
を
除
く
）

　
ま
た
、政
治
家
に
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
め
る

こ
と
や
、求
め
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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市政を問う !一般質問
令和２年第６回（12月）小浜市議会定例会

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています。

問
　
小
浜
市
民
の
健
康
状

態
の
傾
向
は
。

答　
心
臓
疾
患
の
う
ち
、

急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
る
死

亡
に
つ
い
て
は
、全
国
の

平
均
値
が
１
０
０
と
さ
れ

る
標
準
化
死
亡
比
が
小
浜

市
は
男
性
１
４
５・６
、女

性
１
４
６・０
と
高
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、軽
度
の

肥
満
と
高
血
圧
症
や
喫
煙

が
重
な
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」の
予

防
が
重
要
な
課
題
。

問
　
本
市
健
康
増
進・健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

答　
市
民
の
健
康
行
動
を

実
践
す
る
き
っ
か
け
と
そ

の
継
続
を
支
援
す
る「
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
」と
、何
ら
か
の
健
康
課

題
を
抱
え
る
個
人
に
対
し

て
行
う「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
」を
併
用
し
て
、

健
康
診
査
や
各
種
相
談
教

室
の
実
施
、ま
た
健
康
情

報
の
提
供
等
の
保
健
事
業

問
　「
中
期
財
政
計
画
」
に

つ
い
て
伺
う
。
市
税
と
歳

入
総
額
の
見
込
み
と
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は
。

答　
市
税
は
平
成
23
年
度

の
38
億
３
６
０
０
万
円
を

ピ
ー
ク
に
令
和
元
年
度
は

36
億
９
２
０
０
万
円
、
令

和
２
年
度
は
約
35
億
３
９

０
０
万
円
と
な
る
、
歳
入

総
額
の
見
込
は
、
令
和
２

年
度
は
約
１
１
６
億
円
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
令
和
３
年
度
は
約
１

１
３
億
３
３
０
０
万
円
に

落
ち
込
む
。

問
　
貯
金
に
あ
た
る
財
政

調
整
基
金
の
推
移
は
。

答　
令
和
３
年
度
以
降
毎

年
２
億
円
超
の
赤
字
に
な

り
16
億
円
か
ら
約
６
億
２

４
０
０
万
円
に
な
る
。

問
　
扶
助
費
や
、
そ
の
他

行
政
経
費
の
推
移
と
見
込

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
扶
助
費
は
令
和
元
年

度
７
億
６
０
０
０
万
円
か

を
実
施
。食
育
に
お
い
て

は
、市
民
一
人
一
人
が
健

康
増
進
の
た
め
に
、「
何
を
」

「
ど
の
よ
う
に
」食
べ
る
と

よ
い
の
か
を
、様
々
な
角

度
か
ら
具
体
的
に
示
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
生
活
指

針「
元
気
食
生
活
実
践
ガ

イ
ド
」を
平
成
24
年
度
に

作
成
。

問　
メ
タ
ボ
ン
退
治
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
の
成
果
は
。

答　
想
定
以
上
に
多
く
の

市
民
が
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
、予
定
よ
り
早
い
11

月
20
日
を
も
っ
て
事
業
終

了
。
１
回
で
も
歩
数
の
基

準
を
達
成
し
、「
お
ば
ま
チ

ケ
ッ
ト
」を
受
け
取
ら
れ

た
市
民
の
実
人
数
は
２
２

４
１
人
で
あ
っ
た
。

問　
学
生
の
地
域
課
題
探

求
に
つ
い
て
、県
立
高
校
と

小
中
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
。

答　
現
在
、地
域
課
題
へ

の
取
り
組
み
に
お
い
て
小

中
高
校
間
協
働
で
ワ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
俯
瞰
で
き
る

「
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

地
域
課
題
に
取
り
組
む
若

者
の
人
材
育
成
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。

ら
令
和
６
年
度
は
約
９
億

円
に
な
る
。
そ
の
他
行
政

経
費
は
、
令
和
元
年
度
は

13
億
２
１
０
０
万
円
で
令

和
６
年
度
は
16
億
７
９
０

０
万
円
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
歳
出
総
額
は
令

和
２
年
・
３
年
は
約
１
１

６
億
円
で
、
令
和
４
年
に

は
１
１
７
億
３
０
０
０
万

円
で
推
移
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
控
え
る

事
に
よ
り
介
護
事
業
所
に

影
響
は
な
い
か
伺
う
。

答　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

控
え
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た

が
、
事
業
所
の
収
入
と
し

て
大
き
な
影
響
は
な
い
。

問　
介
護
予
防
、
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
と
在

宅
介
護
実
態
調
査
の
分
析

結
果
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
つ
い
て
ど
の
様
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
慢
性
期
の
医
療
、
介

護
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
医
療
が
必
要
な
要
介

護
者
の
受
け
入
れ
や
看
取

り
機
能
と
生
活
機
能
を
兼

ね
備
え
た
「
介
護
医
療
院
」

の
設
置
計
画
を
進
め
る
。

健康づくり政策・地域課題探求の未来

令和３年度以降、毎年２億円超の赤字に 風
ふ

呂
ろ

　繁
し げ

昭
あ き

議員

氏　名 質　問　項　目

佐久間　博
１．�コロナ禍における食のまちづくりに
ついて

２．コロナ禍における教育環境について

東野　浩和 １．小浜市業務継続計画について ２．介護分野におけるＩＣＴ導入について

下中　雅之 １．新年度当初予算編成方針について 
２．北陸新幹線敦賀開業について

熊谷　久恵 
１．横断歩道の摩耗報告について 
２．�都市計画マスタープランの見直しに
ついて

小澤　長純 
１．コロナ禍の教育行政について 
２．�将来を見据えた行財政の運営につ
いて

氏　名 質　問　項　目

風呂　繁昭 １．小浜市の財政運営について 
２．第８期介護保険事業計画について

杉本　和範
１．市の健康づくり計画について 
２．�学生の地域課題への取り組みにつ
いて

坂上　和代

１．�市営住宅の家賃減免規則の改定が
できないか

２．�小浜市持続化給付金給付要領につ
いて

３．�補聴器購入の公的助成ができない
か

能登　恵子 １．女性や子どもに配慮した政策を

杉
すぎ

本
も と

　和
か ず

範
の り

議員
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問　
２
０
２
０
年
ま
で
の

「
小
浜
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
は
、
ど
の
よ

う
に
推
移
し
た
の
か
。

答　
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
う
固
定
的
役

割
分
担
意
識
に
否
定
的
な

人
の
割
合
は
わ
ず
か
に
増

加
し
、
特
に
教
育
現
場
で

は
男
女
共
同
参
画
の
意
識

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
に
お
い
て

は
、
慣
習
や
し
き
た
り
が

残
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

意
識
改
革
が
進
ん
で
い
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
中
で
、
女
性
の
自

殺
者
が
異
常
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
で

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
対
策
は
。

答　
原
因
・
動
機
を
見
る

と
、
健
康
問
題
・
家
庭
問

題
・
勤
務
問
題
が
増
え
て

い
る
。
小
浜
市
に
お
け
る

自
殺
者
は
、
全
国
的
な
傾

向
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
昨
年
度

策
定
し
た
自
殺
対
策
計
画

に
お
い
て
は
、「
相
談
窓
口

体
制
の
充
実
」「
人
材
育
成

の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。

問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
、

負
の
連
鎖
を
止
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も

相
談
窓
口
の
周
知
と
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の
対
象

拡
充
や
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
な
ど
を
確
実
に
実
施

し
て
い
く
。

問　
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱

で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
関
す
る
教
育
を
推
進
す

る
よ
う
明
示
」
さ
れ
て
い

る
。
生
き
る
た
め
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
出
し
方
を
学
ぶ
こ
と

は
と
て
も
重
要
だ
が
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子

ど
も
達
に
は
、
感
染
症
対

策
、
行
事
変
更
な
ど
生
活

や
学
習
へ
の
負
担
が
あ
っ

た
と
推
測
。
家
庭
訪
問
や

担
任
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
面
談
な
ど

不
安
解
消
に
努
め
、
一
人

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
、
子
ど
も
達
と
話
を

す
る
よ
う
努
め
た
い
。

女性や子どもに配慮した政策を

問　
食
文
化
館
運
営
に
お

け
る
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

答　
休
館
中
は
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
情
報
発
信
し
、

再
開
後
は
体
験
人
数
を
半

分
に
し
て
、
消
毒
、
換
気

検
温
な
ど
で
対
応
し
た
。

問　
自
粛
後
の
現
状
は
。

答　
来
館
者
は
40
％
だ

が
、
９
月
か
ら
は
修
学
旅

行
団
体
客
が
約
５
千
人
で

昨
年
比
の
８
割
増
加
。

問　
教
育
旅
行
受
入
れ
は
。

答　
団
体
を
数
班
に
分
け

工
芸
体
験
や
講
座
な
ど
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
事
業
展
開
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
料
理
教
室
な
ど
生
活

様
式
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
取
り
組
む
。

問　
新
た
な
食
育
と
は
。

答　
体
験
を
通
し
て
こ
ど

も
達
に
43
項
目
の
達
成
率

の
数
値
化
の
工
夫
な
ど
食

育
事
業
を
磨
く
。
新
た
な

食
育
推
進
計
画
を
策
定
し

「
教
育
と
し
て
の
食
育
」「
産

業
を
支
え
る
人
材
育
成
と

し
て
の
食
育
」
で
業
推
進

し
て
い
く
。

問　
保
育
園
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
対
応
は
。

答　
原
則
開
所
と
し
た
。

感
染
防
止
に
努
め
た
。

問　
小
中
学
校
の
状
況
は
。

答　
国
の
要
請
を
受
け
て

臨
時
休
校
し
た
。
開
校
後

は
感
染
防
止
対
策
、
児
童

の
心
や
体
の
ケ
ア
し
な
が

ら
学
習
活
動
し
て
い
る
。

問　
学
校
行
事
の
対
応
は
。

答　
中
止
し
た
行
事
も
あ

る
が
、
修
学
旅
行
は
工
夫

し
な
が
ら
実
施
出
来
た
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

状
況
は
。

答　
学
校
内
だ
け
で
な
く

在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
支
援
の
充
実
と
関
係

機
関
へ
働
き
か
け
取
り
組

む
。

問　
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

へ
の
教
育
環
境
の
思
い
は
。

答　
新
し
い
時
代
を
行
き

抜
く
「
志
」
を
持
っ
た
学

び
と
「
目
指
す
人
間
像
」

を
掲
げ
て
い
る
。
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
た
い
。

食育文化都市として人材育成を目指す！

能
の

登
と

　恵
け い

子
こ

議員

佐
さ

久
く

間
ま

　博
ひろし

議員

一般質問
問　
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
減

に
な
っ
た
人
の
市
営
住
宅

の
家
賃
を
減
免
で
き
な
い

か
。答　

生
活
保
護
基
準
額
を

減
免
の
基
準
と
し
て
い
る

の
で
、「
こ
れ
に
満
た
な
い

も
の
」と
い
う
規
則
に
則
っ

て
い
る
。

意
見　
茨
城
県
水
戸
市
で

は
、
生
活
保
護
基
準
額
の

項
目
が
本
年
か
ら
外
さ
れ

た
と
い
う
例
が
あ
る
。

問　
市
の
「
持
続
化
給
付

金
事
業
」
の
実
績
と
、
要

件
で
あ
る
「
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
」
の
項
目
を
外

せ
な
い
か
を
伺
う
。

答　
２
２
９
件
の
申
請
が

あ
り
２
１
２
件
給
付
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
納
税
が
困
難
な

方
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
税

目
を
対
象
に
、
無
担
保
、

延
滞
金
な
し
の
1
年
間
の

徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
。

意
見　
こ
の
度
の
給
付
金

制
度
の
他
に
も
様
々
な
給

付
や
支
援
が
あって
も
、「
滞

納
な
し
」
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

り
申
請
で
き
な
い
の
が
実

情
。
こ
れ
を
何
と
か
取
り

外
せ
な
い
か
、
生
活
困
窮

者
の
方
へ
の
柔
軟
な
対
応
を

お
願
い
す
る
。

問　
加
齢
に
よ
る
難
聴
は

認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特

定
健
診
の
検
査
項
目
に「
聴

力
検
査
」
が
で
き
な
い
か
、

ま
た
補
聴
器
は
高
額
な
の

で
買
う
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
多
い
の
で
、
補
聴
器

購
入
の
助
成
の
検
討
を
伺

う
。答　

特
定
健
診
は
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
を

対
象
に
実
施
し
て
お
り
、

検
査
項
目
は
国
が
定
め
て

い
る
も
の
で
、
聴
力
検
査

は
な
い
。
本
市
が
実
施
し

て
い
る
補
聴
器
の
購
入
補

助
は
、
聴
覚
に
お
け
る
身

体
障
害
者
に
対
し
て
行
っ

て
い
る
。
加
齢
に
よ
る
難

聴
者
に
対
す
る
助
成
は
県

下
に
は
な
い
。

意
見　
埼
玉
県
・
朝
霞
市

や
愛
知
県
北
名
古
屋
市
・

設
楽
町
等
で
助
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

給付金支給要件「税の滞納なし」外しを 坂
さか

上
が み

　和
か ず

代
よ

議員
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問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
概
要
は
。

答　
総
合
計
画
に
即
し
た

都
市
計
画
の
指
針
で
個
別

計
画
の
上
位
。都
市
計
画

区
域
を
対
象
に
用
途
地
域

を
定
め
土
地
利
用
の
方
針

を
示
し
て
都
市
計
画
道
路
、

公
共
下
水
道
、公
園
な
ど
を

設
置
し
、規
制・誘
導
、都
市

施
設
の
整
備
な
ど
を
行
う
。

問　
都
市
計
画
区
域
と
は
。

答　
小
浜
、雲
浜
、西
津
の

全
域
、今
富
、内
外
海
、国

富
、遠
敷
、松
永
、口
名
田
、

加
斗
の
一
部
。

問　
立
地
適
正
化
計
画
は
。

答　
用
途
地
域
を
前
提
と

し
た
居
住
誘
導
、都
市
機

能
へ
の
投
資
、公
共
交
通

の
充
実
な
ど「
コ
ン
パ
ク

ト
な
街
づ
く
り
」に
取
り

組
む
た
め
の
計
画
。

問　
都
市
計
画
税
の
税
率

と
徴
収
目
的
は
。

答　
用
途
地
域
に
関
わ
ら

ず
都
市
計
画
区
域
内
の
土

問　
令
和
3
年
度
当
初
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
歳

入
に
見
合
っ
た
予
算
規
模

に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
事
業
効
果
の
検
証
や

事
業
の
取
捨
選
択
に
対
す

る
考
え
を
伺
う
。

答　
「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
」
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
す
べ

て
の
事
業
に
つ
い
て
、
目

的
や
将
来
見
通
し
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
て
、
事
業

の
必
要
性
、
手
法
の
妥
当

性
、
費
用
対
効
果
を
検
証

し
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
健
全
財
政
の
確
保

に
向
け
て
、
検
証
結
果
に

よ
る
事
業
の
取
捨
選
択
や

平
準
化
を
行
い
、
実
施
事

業
に
つ
い
て
は
、
ス
リ
ム

化
を
徹
底
し
て
い
く
。

問　
新
年
度
当
初
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
小
浜
市
の

重
要
課
題
や
社
会
情
勢
等

の
変
化
に
対
応
で
き
る
組

地・家
屋
の
課
税
標
準
額
に

同
率
０・25
％
を
乗
じ
て
算

定
。都
市
計
画
道
路
整
備
、

公
園
や
下
水
道
の
維
持
管

理
な
ど
都
市
計
画
事
業
に

使
う
目
的
税
。

問　
市
の
手
の
届
か
な
い

開
発
が
進
み
約
10
年
間
で

２
７
４
世
帯
５
２
２
人
増
加

し
た
用
途
地
域
で
な
い
生

守
区
を
含
む
、
こ
の
エ
リ

ア
の
下
水
道
汚
水
計
画
は
。

答　
人
口
は
１・
４
%
減

少
と
見
込
む
も
８・０
%
増

加
、計
画
汚
水
量
は
１・０

%
減
少
と
見
込
む
も
17・７

%
増
加
。だ
が
余
裕
あ
る

計
画
の
為
、汚
水
処
理
に

問
題
は
な
い
。

問　
10
年
前
に
保
育
園
が

統
合
新
設
開
園
し
た
が
想

定
定
員
と
現
状
の
比
較
は
。

答　
定
員
１
４
０
人
と
す

る
も
３
歳
未
満
の
入
園
希

望
が
増
加
し
、ほ
ぼ
定
員

を
上
回
る
状
態
で
推
移
。

問　
実
情
を
踏
ま
え
た
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答　
現
在
第
6
次
総
合
計

画
を
策
定
中
。都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
様
々

な
環
境
の
変
化
を
反
映
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

織
機
構
構
築
の
取
り
組
み

に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
く
中
、
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
の
た
め
に
は
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。そ
の
一
方
で
、現
在
、

策
定
中
の
第
６
次
市
総
合

計
画
の
基
本
構
想
や
市
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の「
育
成
！

ふ
る
さ
と
小
浜
デ
ザ
イ
ン
」

の
実
現
は
、
将
来
の
小
浜

市
の
成
長
の
基
礎
を
築
く

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
両
面
を

視
野
に
入
れ
て
、
組
織
機

構
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
の
遅
れ
に
よ
る
嶺
南
地

域
や
本
市
に
対
す
る
影
響

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答　
敦
賀
開
業
の
遅
れ
に

つ
い
て
は
、金
沢・敦
賀
間

の
沿
線
地
域
は
も
と
よ
り
、

嶺
南
地
域
に
お
い
て
も
２

０
２
３
年
春
の
敦
賀
開
業

に
向
け
、観
光
振
興
策
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な

準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、遅
れ
が
与
え
る
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。

住民目線での都市計画の見直しも必要！

長期的視点で持続可能な行財政運営を！

熊
くま

谷
が い

　久
ひ さ

恵
え

議員

下
し た

中
な か

　雅
ま さ

之
ゆ き

議員

問　
地
域
防
災
計
画
と
の

相
違
点
は
。

答　
行
政
自
ら
の
被
災
も

想
定
し
、
人
や
物
な
ど
の

利
用
で
き
る
資
源
に
制
約

が
あ
る
状
況
下
に
お
い
て

も
、
災
害
業
務
だ
け
で
な

く
、
優
先
度
の
高
い
通
常

業
務
に
も
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
計

画
で
あ
る
。

問　
優
先
度
の
高
い
通
常

業
務
の
選
定
は
。

答　
市
民
生
活
に
係
わ
る

業
務
の
停
止
等
を
最
小
限

に
す
る
た
め
、
継
続
・
早

期
回
復
と
い
う
点
に
お
い

て
、
各
課
が
選
定
基
準
に

基
づ
き
決
定
し
て
い
る
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
災
害
を
想
定
し
て
の
計

画
か
。

答　
大
規
模
の
自
然
災
害

だ
け
で
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
緊
急
時
に
お
い

て
も
、
目
安
と
し
て
活
用

す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

問　
本
計
画
を
支
え
る
受

援
計
画
の
現
状
と
今
後
は
。

答　
県
お
よ
び
県
内
全
自

治
体
、
近
隣
自
治
体
、
民

間
企
業
な
ど
と
応
援
協
定

等
を
締
結
し
て
い
る
。
ま

た
、
的
確
な
受
け
入
れ
体

制
と
受
援
の
対
象
業
務
を

明
ら
か
に
し
た
「
小
浜
市

受
援
計
画
」
の
策
定
を
現

在
進
め
て
い
る
。

問　
職
員
へ
の
意
識
づ
け
、

教
育
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

答　
本
計
画
に
つ
い
て
は

適
宜
、
内
容
の
確
認
を
促

し
て
い
る
。
ま
た
、
発
災

時
に
は
自
立
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

実
効
性
等
の
定
期
的
な
点

検
と
改
善
を
各
課
に
徹
底

し
て
行
き
た
い
。

意
見　
本
計
画
は
発
災
時

に
お
け
る
非
常
に
現
実
的

な
計
画
で
あ
る
。
特
に
被

災
程
度
に
よ
る
利
用
資
源

の
想
定
は
重
要
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
自
然
災
害
に
お
い

て
そ
の
点
ま
で
踏
み
込
ん

だ
具
体
的
な
計
画
を
策
定

し
、
よ
り
有
効
な
行
動
指

針
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

業務継続計画の現状と重要性について 東
ひがし

野
の

　浩
ひ ろ

和
か ず

議員
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問　
校
内
の
消
毒
作
業
が

教
職
員
の
負
担
と
な
り
、

本
来
の
業
務
に
支
障
が
出

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。答　

負
担
が
大
き
い
と
感

じ
て
い
る
。
市
内
11
校
全

校
に
学
校
運
営
指
導
員
を

配
置
し
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
２
年
度
か
ら
６

年
度
の
中
期
財
政
計
画
は

非
常
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
が
、
７
年
度
以
降

の
見
通
し
は
。

答　
広
域
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
建
設
負
担
が
本

格
的
に
始
ま
り
、
広
域
斎

場
の
整
備
資
金
も
加
算
さ

れ
る
た
め
、
更
に
厳
し
い

状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

問　
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀

開
業
や
小
浜
開
業
の
た
め

の
財
源
は
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
。

答　
敦
賀
開
業
に
向
け
て

は
、「
敦
賀
開
業
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て

着
実
に
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
小
浜
開
業
に
向
け
て

は
、
今
後
、
新
幹
線
整
備

に
か
か
る
負
担
金
や
新
駅

周
辺
整
備
の
必
要
額
を
算

出
し
、
そ
の
財
源
確
保
の

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

行
っ
て
い
く
。

問　
小
浜
市
の
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
の
た
め
に

何
が
必
要
か
。

答　
財
務
体
質
の
改
善
、

組
織
機
構
の
改
革
、
徹
底

し
た
民
間
活
力
の
導
入
、

こ
の
３
つ
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、
来
た
る
べ
き

北
陸
新
幹
線
小
浜
開
業
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
行
財
政
改
革
に
向
け

て
の
決
意
を
問
う
。

答　
令
和
６
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
、
行
政
改
革
集

中
推
進
期
間
と
し
、
３
つ

の
重
点
計
画
を
聖
域
な
く

実
施
し
、
小
浜
開
業
に
向

け
て
必
要
な
投
資
が
で
き

る
よ
う
体
力
を
つ
け
、
本

市
の
成
長
の
礎
を
築
い
て

い
き
た
い
。

持続可能な行財政運営に何が必要！ 小
お

澤
ざ わ

　長
な が

純
す み

議員

一般質問

10 月
日 曜 行事等内容 出席者

2 金 予算決算常任委員会 全議員
議会運営委員会 関係議員

6 火 令和2年第4回定例会、全員協議会 全議員
議会運営委員会、広報委員会 関係議員

7 水 小浜市原子力発電環境安全対策協議会 議長・関係議員
8 木 若狭消防組合議会、公立小浜病院組合議会 関係議員

12 月
小浜市・若狭町・高島市総合振興協議会正副
会長会議（若狭町） 副議長

広報委員会 関係議員

13 火 全員協議会 全議員
議会運営委員会 関係議員

19 月 第6次小浜市総合計画調査特別委員会 全議員
産業教育常任委員会 関係議員

13 金 福井県原子力環境安全管理協議会 議長
26 月 福井県市町議会議員合同研修会（福井市） 全議員

27 火 小浜市・若狭町・高島市総合振興協議会要
望活動（大津市ほか） 副議長

28 水 行政視察受入れ（愛知県西尾市議会） 正副議長・
関係議員

議会運営委員会 関係議員
29 木 地域防災・原子力安全対策特別委員会 関係議員
30 金 産業教育常任委員会 関係議員

11 月
日 曜 行事等内容 出席者

2 月 議会運営委員会 関係議員
福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会 議長

3 火 小浜市表彰式 全議員
9 月 議会運営委員会 関係議員
10 火 全員協議会 全議員

13 金 令和2年第5回臨時会、予算決算常任委員会 全議員
議会運営委員会 関係議員

16 月
産業教育常任委員会管内現地調査（～18日）関係議員
小浜市議会災害対策連絡会議、各派代表
者会 関係議員

19 木 北陸新幹線早期全線開業特別委員会、地域防
災・原子力安全対策特別委員会、広報委員会 関係議員

20 金 議会運営委員会、総務民生常任委員会 関係議員

24 火 全員協議会、政策討論会 全議員
若狭消防組合議会臨時議会 関係議員

27 金 北陸新幹線に関する小浜商工会議所との
意見交換会 関係議員

30 月 令和2年第6回定例会、予算決算常任委員会 全議員
広報委員会 関係議員

12 月
日 曜 行事等内容 出席者
1 火 公立小浜病院組合議会 関係議員

2 水 総務民生常任委員会・分科会 関係議員
小浜市防犯隊年末警戒出動式 議長

3 木 全員協議会 全議員
産業教育常任委員会・分科会 関係議員

4 金 北陸新幹線に関する緊急要望（東京都内） 議長・関係議員

8 火 第6次小浜市総合計画調査特別委員会 全議員
議会運営委員会、産業教育常任委員会 関係議員

11 金 北陸新幹線早期全線開業特別委員会 関係議員
14 月 令和2年第6回定例会（一般質問） 全議員

15 火 令和2年第6回定例会（一般質問） 全議員
議会運営委員会 関係議員

16 水
予算決算常任委員会 全議員
北陸新幹線早期全線開業特別委員会、地
域防災・原子力安全対策特別委員会、各
派代表者会

関係議員

17 木 議会運営委員会、北陸新幹線早期全線開
業特別委員会 関係議員

18 金
令和2年第6回定例会、全員協議会、予算決
算常任委員会 全議員

議会運営委員会、広報委員会 関係議員

22 火 若狭消防組合議会 関係議員
公立小浜病院組合議会 関係議員

23 水 嶺南広域行政組合議会（敦賀市） 関係議員
24 木 若狭広域行政事務組合議会（若狭町） 関係議員
25 金 小浜市水防協議会 議長

議会活動日誌
（主な活動のみ掲載しています）
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●ホームページを
　ご覧ください
　採決結果や次回
定例会の日程、本
会議の動画配信（本
会議終了後２週間
程度で視聴できま
す）などさまざま
な情報を掲載して
います。

北陸新幹線早期全線開業をめざして！！特集
小浜市議会では、北陸新幹線の新大阪までの全線開業を早期に実現するため、さまざまな活動を行っています。

小浜商工会議所との意見交換会を開催
令和2年11月27日・小浜市役所

　北陸新幹線早期全線開業に向けた取組みについて、本市
議会の北陸新幹線早期全線開業特別委員会と小浜商工会
議所との意見交換会を開催しました。
　意見交換の中心は、金沢・敦賀間の開業が遅れる見通しと
なっている中、敦賀以西の着工に向けた取組姿勢や、敦賀開
業後に向けての観光客の誘導についてなど活発な意見が出
されました。
　市議会側からは、「敦賀以西の着工と敦賀開業の遅れとは
別物であり、令和5年春の着工を勝ち取る必要があること」、
会議所側からは、「観光客の誘導については、開業に向けた
準備が嶺南全体で遅れている中、嶺南という“面”でしっかり
準備を進める必要がある」など、熱い意見を交わしました。ま
た、今後も継続的に意見交換を行っていく必要性があること
を確認しました。

北陸新幹線に関する緊急要望を実施
令和2年12月4日・東京都内

　北陸新幹線金沢・敦賀間の開業が遅れる見通しとなった
ことを受け、北陸新幹線の敦賀以西については令和5年度
当初に着工することを求める緊急の中央要望活動を行いま
した。
　本市議会の今井議長と北陸新幹線早期全線開業特別委
員会の下中委員長が、松崎市長とともに国土交通省や議員
会館を訪問し、赤羽国土交通大臣をはじめ、岡田内閣官房
副長官や与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームの細
田座長らに要望書を手渡しました。
　赤羽国土交通大臣からは、「敦賀以西については環境ア
セスを進めていて、詳細なルート選定には課題も多いが、今
後も精力的に取り組んでいきたい」とのコメントをいただき
ました。

今後も早期全線開業をめざして
全力で取り組んでいきます

あなたの１枚で表紙を飾ってみませんか？

　詳しい要項や過去の議会だより表紙は小浜市議会ホームページをご覧ください。ご応募をお待ちしています。

【応募規定】
１．小浜市内で撮影された未発表のもの
２．画像データは１作品２～３MB 程度の JPEGデータ
※�メール受信の都合上、画像のデータサイズは２～３MB 程度でお願いします。
【応募方法】
・応募は、データの持参またはメールでお願いします。

メールアドレス：gikai@city.obama.fukui.jp
・‌�作品名には①題名、②撮影場所、③撮影日時、④住所、⑤氏名、⑥電話番号を明記してください。
【その他】
・‌�撮影した人物や対象物が個人の所有物である場合には、必ずご本人または所有者の承諾を得てください。
  （肖像権に関する責任はすべて応募者に属します。）
・‌�提出された写真は必要に応じてトリミング等を行うことをご了承ください。
・‌�応募いただいた画像は広報委員会で選考の上、掲載させていただきます。紙面の都合等で掲載できない場
合がございますがご了承ください。

おばま市議会だよりの表紙写真募集中！！

北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書を議決
令和2年12月18日・小浜市役所

　小浜市議会本会議において、敦賀以西の令和5年度当
初の着工や、令和12年度末頃までの新大阪までの全線開
業などを求める意見書を全会一致で可決しました。詳細は
6ページをご覧ください。

赤羽国土交通大臣への要望活動約20人が参加した意見交換会

編集後記
　新春をことほぎ謹んでお慶びを申し上げます。旧年は、新型コロナウイルスに振り回された一年でしたが、感
染症対応地方創生臨時交付金などを活用した地域活性化政策やＩＴ関連事業、安心安全な保育環境整備など、
今までできなかったことも進みました。
　広報委員会としましては、議会の活動をもっとわかりやすく、読んでいただけるような紙面づくりに努力してま
いります。皆さまの感想などご意見は、私たちの議会活動の大きな糧となります。今年もよろしくお願いいたし
ます。� （広報委員長　能登恵子）


